
  

補
正
予
算
特
別
委
員
会
（
概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
保
育
所
等

の
業
務
負
担
軽
減
に
つ
い
て

問
私
立
の
保
育
所
等
の
み

に
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費
が
予

算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
公

立
保
育
所
等
に
は
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

答
公
立
保
育
所
等
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
管
理
の
サ
ー

バ
ー
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
保
護

者
へ
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
既
に

一
定
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
図
ら
れ

て
い
る
。

※ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
は
、
情
報
通

信
技
術
を
取
り
入
れ
活
用

す
る
こ
と
。

家
庭
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
等

の
補
助
に
つ
い
て

問
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス

テ
ム
及
び
家
庭
用
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
の
設
置
に
対
す
る
補

助
の
申
請
件
数
と
今
後
の
見

込
み
は
。

答
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス

テ
ム
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

昨
年
度
ま
で
で
80
件
、
本
年

度
は
６
件
。
家
庭
用
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
は
、
本
年
度
か
ら

補
助
を
開
始
し
、
36
件
で
あ

る
。
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

機
運
が
高
ま
る
中
で
申
請
は

今
後
も
伸
び
て
い
く
と
見
込

ん
で
い
る
。

問
家
庭
用
蓄
電
池
シ
ス
テ

ム
の
申
請
件
数
が
増
え
て
い

る
要
因
は
。

答
本
年
度
が
補
助
開
始
の

初
年
度
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

が
設
置
か
ら
10
年
を
経
過

し
、
固
定
価
格
買
い
取
り
期

間
満
了
に
よ
り
、
売
電
価
格

が
下
が
る
個
人
の
設
置
者

が
、
余
剰
電
力
を
自
家
消
費

す
る
た
め
に
、
家
庭
用
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

問
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

量
を
ど
の
程
度
に
す
る
の
か

な
ど
、
明
確
な
目
標
を
定
め

た
事
業
展
開
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

は
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
お
り
、
今
後
は
国

の
方
針
等
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
本
市
と
し
て
も
具
体
的

な
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

災
害
復
旧
費
に
つ
い
て

問
災
害
復
旧
は
、
原
形
復

旧
が
基
本
で
あ
る
が
、
豪
雨

災
害
の
頻
発
を
勘
案
し
て
、

河
川
等
の
再
度
災
害
を
防
止

す
る
た
め
、
未
整
備
区
間
の

整
備
と
復
旧
工
事
を
一
体
的

に
行
う
方
が
、
効
率
的
で
市

民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

答
災
害
が
多
発
す
る
中

で
、
財
政
的
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
、
国
の
補

助
を
受
け
ら
れ
る
原
形
復
旧

で
の
災
害
復
旧
事
業
を
原
則

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
長

期
的
視
点
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
個
々
の
被
災
現
場
の
状

況
に
応
じ
た
事
業
の
実
施
に

努
め
る
。

【
採
決
】

　

議
案
３
件
に
つ
い
て
、
討

論
は
な
く
、
全
員
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間
で
開
催
し
、
一
般
会
計

補
正
予
算
他
17
議
案
、
諮
問
１
件
、
発
議
３
件
を
審
議
し
議
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
件
の
報
告
案
件
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
で
は
、
本
年
の
７
・
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
農
地
・
農
林
業
用
施
設
や
道
路
・
河
川
な
ど
の
復
旧
、
ま
た
、
平
成
30
年

及
び
令
和
２
年
の
豪
雨
災
害
に
係
る
復
旧
費
に
つ
い
て
も
予
算
と
し
て
計
上
す
る

他
、
計
18
億
９
８
６
７
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

問
被
害
件
数
が
実
態
と
比

べ
、
少
な
い
よ
う
に
思
う

が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
お

い
て
は
、
被
害
件
数
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
復
旧
に
か

か
る
費
用
を
ど
の
程
度
、
ま

か
な
う
も
の
な
の
か
。

答
７
月
12
日
時
点
で
、
把

握
し
て
い
る
件
数
を
も
と
に

積
算
し
た
。

　

今
後
、
件
数
が
増
え
て
い

く
可
能
性
は
あ
る
が
、
今
回

は
、
緊
急
対
応
が
必
要
な
案

件
で
あ
り
、
特
に
被
害
が
大

き
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
測

量
・
設
計
を
行
っ
た
う
え

で
、
国
の
災
害
査
定
を
受
け

る
予
定
。
今
後
、
河
川
等
の

復
旧
工
事
費
用
の
予
算
を
別

途
、提
案
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
河
川
の
破
堤
等
に
伴
い

農
地
に
入
り
込
ん
だ
土
砂
等

の
対
応
は
自
分
で
処
理
し
な

い
と
い
け
な
い
の
か
。

答
こ
の
場
合
は
、
農
地
災

害
復
旧
事
業
に
該
当
す
れ
ば

国
の
査
定
を
受
け
て
市
で
撤

去
す
る
。
た
だ
し
、
権
利
者

に
一
定
の
率
で
分
担
金
が
か

か
る
が
、
そ
の
率
は
国
の
補

助
率
に
よ
り
決
ま
る
の
で
、

詳
細
は
今
後
説
明
し
て
い

く
。

【
採
決
】

　

議
案
２
件
に
つ
い
て
、
討

論
は
な
く
、
全
員
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

家庭用蓄電池システム

第
５
回
臨
時
会

第
６
回
定
例
会

　

７
月
15
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
他
２
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
は
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
の
被
災
者
へ
義
援
金
の
再
配
分
を
行
う
た

め
３
４
４
６
万
５
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。
ま
た
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
で
は
、
７
月
の
豪
雨
災
害

に
よ
り
被
災
し
た
農
林
業
用
施
設
、
公
共
土
木
施
設
を

復
旧
す
る
た
め
に
、４
億
１
千
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会

（
概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

2VOL.66（令和３年11月）みはら市議会だより


